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厳
し
い
時
代
を
生
き
抜

く
力

生
き
る
力

を

近
年
、
新
聞
な
ど
に
も
報
じ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
全
国
的
に
子

ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
や
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
じ
め

や
虐
待
な
ど
の
色
々
な
問
題
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

町
で
も
、
不
審
な
人
物
が
車
で

児
童
生
徒
に
近
づ
き
、
声
を
掛
け

た
り
す
る
な
ど
の
情
報
が
あ
り
ま

す
。幸

い
に
も
大
き
な
事
件
・
事
故

に
は
つ
な
が
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、

子
ど
も
た
ち
を
豊
か
に
安
心
し
て

育
て
る
た
め
に
は
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
の
人
と
人
と
が
つ

な
が
り
、
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も

を
育
て
る
、
生
き
る
力
を
身
に
付

け
さ
せ
る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

月

日
、
ラ
ピ
ア
鹿
島
で
開

催
さ
れ
た
第

回
生
涯
学
習
の
つ

ど
い
で
は
、
特
に

地
域
は
何
が

出
来
る
の
か

に
つ
い
て
、
事
例

発
表
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

登
下
校
時
の
児
童
生
徒

の
安
全
確
保

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
犯

罪
か
ら
守
り
、
事
件
や
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

地
域
や
警
察
、
行
政
が
協
力
し
合

い
、
各
地
域
や
学
校
で
さ
ま
ざ
ま

な
防
犯
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
保
護
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
組
織
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、

町
内
の
小
学
校
全
て
に
あ
り
、
下

校
時
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

っ
て
い
ま
す
。

地
域
は
子
ど
も
た
ち
の

教
室子

ど
も
た
ち
が
、
多
く
の
人
と

ふ
れ
合
う
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
通
し
て
学
ん
で
い
く
こ
と
は
、

と
て
も
大
切
で
す
。
心
の
豊
か
さ

は
多
く
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
か
ら

育
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
大
人
た
ち
に
と
っ
て
も

子
ど
も
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

多
く
の
こ
と
が
学
べ
る
い
い
機
会

と
な
る
で
し
ょ
う
。

生
き
る
力
や
豊
か
な
心

を
子
ど
も
た
ち
に

地
域
の
活
動
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
と
か
か
わ
り
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
視
点
を
子
ど
も
に
向
け
、

無
理
な
く
、楽
し
く
、で
き
る
こ
と

か
ら
、
豊
か
な
心
を
持
っ
た
子
ど

も
た
ち
を
育
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

社会教育委員長橋本芳勝さんが開会あいさつ

大切に活用します
高額寄付者感謝状贈呈式

第 回生涯学習のつどいに先立ち、
町の教育振興、社会福祉の向上など
を目的に多額の寄付をされた方への、
感謝状贈呈式が行われました。

鏡屋 博さん（西馬場）
保育園、学校楽器購入資金として
環境日本海サービス公社（七尾市）
社会福祉資金として

会場にはたくさんの人がつめかけ、満席に

夢はかならずかなう
舞の海秀平さんが講演会
大相撲解説者やスポーツコメン
テーターとして幅広く活躍中の舞
の海秀平さんの講演会が行われま
した。
舞の海さんは、子どもの頃から
の夢である大相撲入りの時の苦労
話や現役時代のエピソードなど、
ユーモアたっぷりに話され、会場
を沸かせました。



能
登
町
で
も
平
成

年

月
、
平
成

年

月
に
不
審

者
に
よ
る
声
か
け
な
ど
の
事
件
が

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鹿
西

小
学
校
な
ら
び
に
鹿
西
中
学
校
で

は
、
子
ど
も
の
下
校
時
を
中
心
に

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し

た
。中

学
校
で
は
平
成

年

月
か

ら
全
保
護
者
と
教
職
員
が
、
青
色

回
転
灯
を
つ
け
た
車
で

分
間
の

監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
校
で
は
平
成

年

月
か
ら
、
全
保
護
者
と
教
職
員

で
下
校
時
に
、
車
に
防
犯
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
り
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ

を
点
滅
し
な
が
ら
徐
行
運
転
で
巡

回
指
導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
同
じ
校
区
を
持
つ
学

校
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の

パ
ト
ロ
ー
ル
が
重
な
る
時
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
成

年

月
、
互

い
に
協
力
を
し
て
新
し
い
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
、鹿
西
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

鹿
西
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
で
は
、
お

年
寄
り
も
参
加
し
や
す
い
よ
う

に
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
時

間
帯
で
、
都
合
の
つ
く
日
、
時
間

に
自
宅
付
近
の
通
学
路
に
出
て
子

ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
し
、
地
域
全
体
に
協
力
者
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、

人
の
隊
員

が
集
ま
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域

の
方
々
と
の
人
間
関
係
が
深
ま
る

や
れ
な
い
と
い
う
こ
と
や
、
地
域

の
人
が
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、

か
か
わ
り
合
い
が
持
て
る
よ
う
に

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
引
退
さ
れ

て
お
ら
れ
た
先
輩
方
に
も
保
存
会

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
、
大
人

と
の
か
か
わ
り
合
い
が
多
け
れ
ば

多
い
ほ
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
も
、
地
区
に
す

ん
な
り
入
れ
る
と
思
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
、
あ
の
人
は
だ
れ
？

大
人
が
、
あ
の
子
は
ど
こ
の
子
？

で
は
な
く
、
誰
も
が
分
か
る
よ
う

な
場
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
注
意
さ

れ
る
と
キ
レ
ル
と
よ
く
い
い
ま

す
。
逆
に
大
人
も
よ
そ
の
子
だ
か

ら
、
何
か
し
て
も
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
子
ど
も
に
遠

慮
せ
ず
、
私
た
ち
が
育
っ
て
き
た

過
程
を
思
い
出
し
て
子
ど
も
た
ち

に
接
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

獅
子
舞
と
い
う
伝
統
文
化
を
通

し
て
、
物
の
大
切
さ
、
人
へ
の
や

さ
し
さ
、
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
、

地
域
の
大
切
さ
、
人
と
人
の
か
か

わ
り
合
い
の
経
験
と
大
切
さ
を
教

え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
と
同
時
に
、
私
た
ち
も
子
ど
も

た
ち
か
ら
多
く
を
学
び
成
長
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

地域社会と一体となった児童生徒の安全
確保のための取り組み
中能登町立鹿西小学校 教頭 喜多 克之さん

羽坂・今羽坂 子ども相撲大会について

羽坂自治公民館 曽山 智浩さん

高畠地区における東獅子舞と子どもたち

高畠東獅子舞保存会 事務局 亀井 博智さん

旧大門町、大阪敷津子供会との交流に
ついて
中能登町学童野球 宮下 為幸さん

町の融和と地域振興の取り組み
町内の地域活動を通して子どもたちとかかわって

いる方々の事例発表や石川県生涯学習課専門員の山
本進一さんによる石川の子どもの体験活動の傾向に
ついての事例発表が行われた後、会場からの質問に
答えながら、今後の社会教育活動のあり方について
話し合われました。それぞれの発言を抜粋してお伝
えします。

こ
と
を
期
待
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

の
方
を
学
校
行
事
に
招
待
す
る
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
機

会
を
設
け
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
が
一
目

見
て
わ
か
る
よ
う
、
ま
た
、
不
審

者
か
ら
隊
員
が
多
く
い
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
る
よ
う
、
そ
ろ
い
の

ジ
ャ
ン
パ
ー
の
購
入
を
検
討
中
で

す
。最

後
に
、
町
と
は
大
地
で
、
子

ど
も
た
ち
は
そ
こ
に
根
を
張
り
、

た
く
さ
ん
の
栄
養
を
も
ら
っ
て
大

き
く
成
長
し
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

畠
の
東
獅
子
舞
は
、
男
子
は

小
学
校

年
生
か
ら
参
加
し
、

女
子
は
小
学
校

年
生
か
ら
お
囃

子
で
あ
る
、
笛
で
頑
張
っ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

祭
り
前
の
約

週
間
、
毎
日
夜

の

時
す
ぎ
か
ら
地
区
公
民
館
で

練
習
し
て
い
ま
す
。

練
習
の
指
導
は
、
私
達
の
仕
事

の
関
係
で
遅
れ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
る
と
、
中
学
生
・
高
校
生
た
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
下
級
生
の
指
導
を
し

て
く
れ
ま
す
。

平
成

年
に
は
、
獅
子
舞
保
存

会
を
設
立
し
ま
し
た
。
指
導
者
不

足
で
子
ど
も
た
ち
に
充
分
教
え
て

坂
・
今
羽
坂
子
ど
も
相
撲
大

会
は
、
毎
年
、
お
盆
の

月

日
に
羽
坂
地
区
の
羽
坂
手
間
神

社
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
す

る
の
は
、
小
学
生
と
保
育
園
の
子

で
、運
営
は
中
学
生
が
行
い
ま
す
。

地
区
の
お
年
寄
り
な
ど
も
多
数
見

物
に
訪
れ
る
な
ど
、
地
区
の
方
々

に
と
っ
て
も
楽
し
み
と
な
っ
て
い

る
行
事
で
す
。

子
ど
も
た
ち
で
こ
の
大
会
を
企

画
、
運
営
、
お
金
の
管
理
ま
で
行

う
の
で
、
責
任
感
が
身
に
付
い
て

い
く
と
思
い
ま
す
。
中
学

年
生

を
責
任
者
と
し
、
下
の
子
に
指
示

を
し
た
り
、
下
の
子
は
上
の
子
か

ら
色
々
な
こ
と
を
学
ん
で
い
く
こ

と
が
出
来
る
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、

年
生
が
意
見
を
押
し
付

け
る
だ
け
で
は
進
ん
で
い
き
ま
せ

ん
。
下
の
子
の
意
見
に
も
耳
を
傾

け
、
み
ん
な
を
ま
と
め
て
い
く
、

そ
う
い
う
活
動
の
中
か
ら
人
を
思

い
や
る
気
持
ち
が
、
少
し
ず
つ
育

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

課
題
と
し
て
は
、
他
の
地
区
と

同
じ
よ
う
に
子
ど
も
の
数
が
減
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
参
加
人

数
が
少
な
く
、
相
撲
大
会
自
体
に

活
気
が
無
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
昨
年
度
の
大
会
で
は
隣

の
春
木
地
区
に
声
を
掛
け
た
と
こ

ろ
、
数
人
の
男
の
子
が
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。

私
と
し
て
は
、
こ
の
伝
統
あ
る

相
撲
大
会
は
絶
や
す
こ
と
な
く
、

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先

輩
方
に
聞
き
ま
し
て
も
、
い
つ
か

ら
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
伝
統

あ
る
大
会
で
、
少
な
く
と
も

年

以
上
の
歴
史
が
あ
る
行
事
で
す
。

私
自
身
も
子
ど
も
の
時
、
夏
の
暑

い
時
期
に
土
俵
を
作
り
、
休
憩
の

時
に
み
ん
な
で
食
べ
た
ア
イ
ス
が

お
い
し
か
っ
た
と
い
う
記
憶
が
、

今
で
も
鮮
明
に
あ
り
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
経
験
を
今
の
子
ど
も
た
ち

や
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
に
も

経
験
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

在
、
町
に
は
鹿
島
鳥
屋
鹿

西
ク
ラ
ブ
の

つ
の
学
童
野

球
チ
ー
ム
が
あ
り
、

人
の
子
ど

も
た
ち
が
野
球
を
や
っ
て
い
ま
す
。

旧
鹿
島
町
で
は
、
富
山
県
大
門

町
（
現
射
水
市
）
と
昭
和

年

月
に
ス
ポ
ー
ツ
姉
妹
都
市
と
し
て

縁
組
さ
れ
ま
し
た
。

平
成

年
に
は

周
年
記
念
交

歓
大
会
が
旧
鹿
島
町
で
開
催
さ
れ
、

親
交
を
一
層
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

合
併
後
、
射
水
市
と
の
ス
ポ
ー

ツ
姉
妹
都
市
は
宙
に
浮
い
た
状
態

で
す
が
、
学
童
野
球
で
は
昨
年
の

月

日
、
旧
大
門
町
の
方
が

人
来
ら
れ
、
交
歓
試
合
・
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

旧
鹿
西
町
の
大
阪
浪
速
区
敷
津

子
供
会
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
歓
交
流

会
は
、
昭
和

年
に
始
ま
り
、
そ

れ
以
来
、
永
き
に
渡
り
交
流
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
合

併
し
て
初
め
て
、

つ
の
ク
ラ
ブ

を
合
わ
せ
て
中
能
登
学
童
野
球
と

し
て
、
子
ど
も
、
保
護
者
、
併
せ

て

人
を
大
阪
の
方
で
受
け
入
れ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

環
境
の
異
な
る
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
そ
の
違
い
を
理
解
し
合
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
確
認

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
貴
重
な

体
験
と
し
て
残
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
旧
大
門
町
、
大
阪
敷
津

子
供
会
と
誠
意
の
こ
も
っ
た
手
作

り
の
交
流
を
長
く
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
野
球
を
通
じ
て
楽
し
い

こ
と
、
苦
し
い
こ
と
、
我
慢
す
る

こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
、
心

身
と
も
に
豊
か
な
人
間
性
を
身
に

つ
け
、
社
会
に
求
め
ら
れ
る
人
材

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
な
が
ら

指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
野
球
だ
け
で
な
く
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
草
む
し

り
を
行
い
ま
し
た
。今
後
も
続
け
、

子
ど
も
た
ち
が

町
や
地
域
に
何

が
出
来
る
の
か

と
い
う
こ
と
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
指
導
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中

高

羽

現



光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

月から、ケーブルテレビの放送サービス加入申込みの、受け付けを開始しました。
放送サービスのプランのうち、多チャンネルプラン（ミニプラン、エンジョイプラン、スーパープラン）

をご利用いただく場合、多チャンネルプランを視聴するテレビ 台につき、セットトップボックス（ ）
台が必要（地上デジタル・ ・ 内蔵テレビであっても同じ）になります。
中能登町ケーブルテレビにおいては つの が使用できますので、ご紹介します。

お問い合わせ 中能登町企画課情報担当（鳥屋庁舎）

多チャンネルプランを視聴するには、テレビ
台につきセットトップボックス 台が必要です

メーカー パイオニア製 パナソニック製 パナソニック製 パナソニック製

型 番

画 像

買取価格 円（税込み） 円（税込み） 円（税込み） 円（税込み）

レンタル あり

チューナー あり

あり（ ）

端子 （ ） （ ） （ ） （ ）

端子

端子

端子 映像ピン（黄） 、音声ピン（白・赤）

メーカー パイオニア製 パナソニック製 パナソニック製 パナソニック製

型 番

画 像

買取価格

レンタル

チューナー

端子

端子

端子

端子

用語集
チューナー 地上・ ・ デジタルチューナー

を搭載 （ ） 標準画質で約 時間録画可能
端子 輝度信号と色情報を示す つの色差信号を 本の

ケーブルで伝送する端子 端子 ハイビジョン画質
を保ったまま、映像と音声を 本のケーブル（別売り）で転
送できる規格 端子 デジタル信号をそのまま取り
出すための専用端子 端子 さまざまな 機器で利
用される端子

行
政
と
町
民
の
パ
イ
プ
役

行
政
と
町
民
の
パ
イ
プ
役

石
川
県
議
会
議
員
選
挙

石
川
県
議
会
議
員
選
挙

区 名 区長名 備 考 区 名 区長名 備 考

新屋 春雄 区長会理事 藏野 四郎
平野 庄二 大島 文男 新区長
兵部 幸雄 泉 昭治
三野 一夫 村田 勇 新区長
辻井 求 法橋 秀吉 区長会理事
坂本 春男 福井 雄 新区長
宮坂 亮一 伊藤 憲司
堀江 健爾 新江 一男 新区長
北原 孝雄 端井 義之 区長会理事
守山 富夫 島 敬
卜部 忠次 区長会副会長 藤本 昌平 区長会監事
谷口 英夫 区長会監事 今井 保
右近 博 新区長 駒井 充其 新区長
田 長利 区長会副会長 森口 松信

高瀬 光夫 前田 吉信
久保 明則 山森 功 新区長、区長会会長
高 茂治 甲部 昭夫 新区長
曽我 幸男 岡部 悟 新区長
南 喜久夫 前多 治
田中 栄一 新区長 岡安 謙正
袋井 彰 新区長 平野平八郎 区長会理事
山本 友一 新区長 横町 茂 新区長、区長会理事

区 名 区長名 備 考 区 名 区長名 備 考

区長会総会が、 月 日、社会福祉センターで
開催され、平成 年の役員が決まりました。

行政と町民とのパイプ役となる区長のみなさんに
は、住みよい町づくりのため、ご協力をいただくこ
とになります。
住んで良かったと思えるまちづくりの実現のた
め、よろしくお願いします。

投票区 投票場所 該当地区

第 こすもす保育園 良川、黒氏、一青

第 たんぽぽ保育園
末坂、羽坂、今羽坂、春
木、新庄、廿九日、川田、
大槻、瀬戸、花見月

第 パルみおや
小田中、藤井、福田、高
畠、小金森、曽祢

第 つくし保育園
東馬場、尾崎、小竹、水
白、久江

第 ラピア鹿島
徳前、芹川、上井田、下
井田、最勝講

第 あおば保育園
久乃木、武部、二宮、石
動山、二宮あおば台

第
ふれあい交流館
北部

在江、西、坪川

第 のとべ児童館 西馬場、能登部上、徳丸

第
児童交流センター
（旧中央児童館）

能登部下

第 後山集会所 上後山、下後山

第 かねまる交流館 金丸

投票区 投票場所 該当地区

投票日に投票所へ行けない方
仕事や旅行などで投票所へ行けない方は期日前投票をしま
しょう。
期日前投票ができる期間と時間

月 日 月 日 午前 時 分 午後 時
投票所
中能登町役場鳥屋庁舎、鹿島庁舎、鹿西庁舎
配達される入場券をお持ちになって投票所へお越しください。
お問い合わせ
中能登町選挙管理委員会（鳥屋庁舎総務課内）

投票時間は、午前 時から午後 時

ケーブルテレビの視聴には、放送サービス宅内工事（加入者から指定業者へ依頼）が必要です。
指定業者が決まりましたら、お知らせいたします。
ケーブルテレビの加入申込みは随時、受付しています。お近くの役場窓口サービス担当、または企画課情
報担当（鳥屋庁舎）でいつでもお申し込みください。昨年提出していただいた工事承諾書の放送サービス
仮申込書は、正式な申し込みになりません。
レンタルは、パイオニア製 （レンタル料 台目 円 月、 台目以降 円 月） のみです。

月 日 は

日時・場所
月 日 午後 時 分
役場鹿島庁舎

受講料
円（受講時に持参してください）

お申し込み お問い合わせ
企画課情報担当

詳細は広報なかのと 月号

日時・場所
月 日 午後 時 分
役場鹿島庁舎

受講料
円（受講時に持参してください）

お申し込み お問い合わせ
企画課情報担当

詳細は広報なかのと 月号

放放送送ササーービビスス宅宅内内工工事事講講習習会会放送サービス宅内工事講習会
追追加加日日程程追加日程

お申し込み締切はお申し込み締切は



議
会
運
営
委
員
会
で
は
、

月

日
、
福
井
県
越
前
町
へ

研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

月

日
は
、
鳥
屋
庁
舎
で
午

後
か
ら
委
員
会
を
開
催
し
、

月

定
例
会
の
日
程
や
そ
の
他
の
案
件

に
つ
い
て
協
議
を
し
て
、
午
後

時
頃
に
中
能
登
町
を
出
発
。
雪
の

舞
う
中
、
越
前
町
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。

越
前
町
は
、
中
能
登
町
よ
り

カ
月
早
い
平
成

年

月

日
に

丹
生
郡
朝
日
町
、
宮
崎
村
、
越
前

町
、
織
田
町
の
三
町
一
村
が
合
併

し
、
人
口

人
、
世

帯
数

戸
の
町
と
し
て

誕
生
し
、ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

全
体
的
に
は
、
中
能
登
町
を
少

し
大
き
く
し
た
よ
う
な
町
の
規
模

で
す
が
、
福
井
を
代
表
す
る
よ
う

な
鯖
江
市
や
越
前
市
が
隣
接
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年

人
程
度
の
人
口
が
減
少
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

議
会
は
、
平
成

年

月
の
合

併
と
同
時
に
、
定
数

人
で
小
選

挙
区
に
よ
る
議
員
選
挙
が
行
わ
れ

中能登町
議会
中能登町
議会

越前町議会議場越前町議会議場

議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修

視察研修報告

て
い
ま
す
。

人
全
員
が
無
所
属

議
員
で
、

年
後
に
は
定
数

人

と
定
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

議
会
議
員
の
政
治
倫
理
に
つ
い

て
は
、
議
員
の
中
に
町
の
入
札
に

参
加
す
る
よ
う
な
業
者
の
方
は
い

な
く
、
政
治
倫
理
条
例
は
制
定
し

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

町
の
職
員
数
は
、
一
般
の
職
員

が

人
、
町
立
病
院
に

人

で
、
そ
の
他
に
嘱
託
職
員
が

人
い
る
と
聞
き
、
人
数
の
多
さ

に
大
変
驚
き
ま
し
た
。

行
政
運
営
は
、
中
能
登
町
で
の

庁
舎
分
庁
方
式
と
は
違
い
、
旧

三
町
一
村
の
役
場
を
そ
れ
ぞ
れ
従

来
通
り
に
運
営
す
る
総
合
事
務
所

の
方
式
が
執
ら
れ
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
職
員
数
も
多
く
、
今
後
は
そ

う
し
た
職
員
の
適
材
配
置
や
役
場

機
構
の
見
直
し
を
進
め
、
退
職
者

数
に
反
比
例
し
て
採
用
者
数
の
削

減
を
図
る
な
ど
、
大
幅
な
職
員
削

減
を
計
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

ま
た
、
企
業
会
計
の
中
に
は
国

民
宿
舎
事
業
や
国
民
健
康
保
険
病

院
事
業
が
あ
り
、
特
に
町
内
唯
一

の
町
立
織
田
病
院
で
は
赤
字
額
も

少
な
く
、
町
外
か
ら
も
大
勢
の
患

者
さ
ん
が
来
る
と
の
こ
と
で
、
将

来
的
に
も
継
続
し
て
病
院
の
運
営

を
行
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

研
修
会
で
は
、
長
時
間
に
わ
た

る
色
々
な
質
問
や
意
見
交
換
、
さ

ら
に
は
議
場
等
も
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
視
察
で

し
た
。

今
回
の
視
察
研
修
で
得
た
良
き

点
を
踏
ま
え
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
の
中
能
登
町
で
の
議
会
運
営

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

御
祖
小
学
校

年
生

月

日
、
社
会
科
の
授
業
の

一
環
と
し
て
、
御
祖
小
学
校
の

年
生

人
が
、
地
方
自
治
の
運
営

に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

議
会
を
見
学
し
ま
し
た
。

議
場
で
は
、
実
際
の
答
弁
の
よ

う
に
質
問
席
に
立
ち
、
町
の
人

の
意
見
や
要
望
を
ど
う
や
っ
て
聞

く
の
で
す
か
、
国
会
の
よ
う
に

衆
議
院
・
参
議
院
に
な
っ
て
い
な

い
の
で
す
か

な
ど
質
問
。
職
員

の
答
え
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

議
会
の
仕
組
み
や

役
割
な
ど
を
学
習

第

回
邑
知
近
郷
少
年
剣
道
大
会

月

日

邑
知
小
学
校
体
育
館

男
子
団
体

第

位

鹿
西
剣
道
教
室

女
子
団
体

第

位

鹿
西
剣
道
教
室

男
子
個
人

第

位

瀧
野

正
基（
末

坂
）

前
多

元
太（
末

坂
）

第

回
中
能
登
町
民
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
選
手
権
大
会

月

日

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ろ
く
せ
い

混
合
ダ
ブ
ル
ス

第

位

長
元

清
子（
良

川
）

山
崎

利
隆（
徳

丸
）

第

位

吉
田

文
代（
能
登
部
上
）

西
野

昌
宏（
黒

氏
）

第

位

山
辺
佐
枝
子（
能
登
部
下
）

岩
田

正（
西
馬
場
）

第

回

中
能
登
町
子
ど
も
会

連
絡
協
議
会
卓
球
大
会

月

日

鹿
島
体
育
セ
ン
タ
ー

男
子
団
体
の
部

第

位

末
坂
子
ど
も
会

第

位

一
青
子
ど
も
会

第

位

の
と
姫
子
ど
も
会

久
江
子
ど
も
会

女
子
団
体
の
部

第

位

の
と
姫
子
ど
も
会

第

位

久
江
子
ど
も
会

第

位

末
坂
子
ど
も
会

羽
坂
・
今
羽
坂
子
ど
も
会

男
子
個
人
の
部

年
生
以
下

第

位

出
雲

卓
斗（
廿
九
日
）

第

位

大
森

貴
斗（
能
登
部
上
）

第

位

鵜
家

俊
貴（
藤

井
）

近
江

和
樹（
能
登
部
下
）

年
生

第

位

山
口

拓
也（
一

青
）

第

位

袋
井

由
樹（
芹

川
）

第

位

前
田

健
人（
良

川
）

奥
本

雄
飛（
春

木
）

年
生

第

位

三
野
浩
太
郎（
末

坂
）

第

位

大
森

雅
哉（
能
登
部
上
）

第

位

上
坂
宇
吉
郎（
末

坂
）

鵜
家

聖
人（
藤

井
）

女
子
個
人
の
部

年
生
以
下

第

位

出
雲

美
空（
廿
九
日
）

第

位

杉
本

め
い（
久

江
）

第

位

谷

栞（
能
登
部
下
）

第

位

谷

奈
津
美（
能
登
部
下
）

年
生

第

位

待
寺

彩
香（
久

江
）

第

位

南

茉
緒（
二

宮
）

第

位

山
口

衿
奈（
久
乃
木
）

袋
井

奈
津（
芹

川
）

年
生

第

位

曽
山

沙
智（
羽

坂
）

第

位

宮
川

華
苗（
能
登
部
下
）

第

位

笹
川

理
子（
末

坂
）

堀
川

明
穂（
末

坂
）

中
能
登
町
将
棋
愛
好
会

新
春
将
棋
大
会

月

日

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
飛
翔

級
第

位

守
田

良
介（
良

川
）

第

位

長
門

郁
夫（
在

江
）

第

位

梅
木

俊
平（
能
登
部
下
）

山
本

正
広（
一

青
）

級
第

位

北
野

豊（
良

川
）

第

位

高
崎

寛
治（
金

丸
）

第

位

小
蔵

忠
士（
大

槻
）

宿
谷

博（
一

青
）

月 日、約 万人の市民ランナーが
参加し開催された東京マラソンに、県体
などでも活躍している田中光さん（二宮
出身、旭化成東京 所属）が出場。

時間 分 秒という記録で、見事に
女子の部の第 位に輝きました。

冬の運動不足解消に気持ちいい汗を流
そうと、 月 日、励志館でリズムダン
ス教室が開催され、 人がリズムに合わ
せて楽しく体を動かし、ストレス解消と
体力のアップを図りました。



中能登町内のいろいろな出来事を紹
介するコーナーです。
みなさんの周りの身近な情報をお知

らせください。お待ちしています。

連絡先

中能登町末坂 部 番地
中能登町企画課（鳥屋庁舎）

メール ＠

志志をを立立てて、、自自ららのの力力でで志を立て、自らの力で
歩歩むむ決決意意をを歩む決意を

息の合った演奏に酔う
月 日、ラピア鹿島で ふれあい中能登

年コンサート が開催され、地元の中学校や能登地
区の高校など 校が参加しました。
ステージでそれぞれの吹奏楽部が見事な演奏を披

露した後、恒例の参加生徒全員による合同演奏が行
われました。合同演奏最後の曲 故郷 は、杉本町
長が指揮。息の合った、迫力ある演奏で満員の聴衆
を魅了しました。

月 日、ラピア鹿
島で立志式が行われ、
町内の中学校の 年生
人が大人の仲間入

りを果たしました。
式では、濱田繁教育

委員長が 地域・両親

身近な話題で意見交換
月 日、女性協議会の 町長と語る会 が役場

鳥屋庁舎で 人が参加し行われ、教育や福祉など、
まちづくりに関して懇談しました。
会で出された質問は 件。中でも、福祉について

の質問が多く、 他町に誇れる医療・福祉の現行制
度を維持してほしい などの要望も出されるなど、
積極的な意見交換が行われました。

に感謝し、世界に羽ばたく人となって欲しい と激励すると、船木浩憲君が夢に向かい努力していくこ
とを誓いました。
また、式後には弁理士の道坂伸一さん（黒氏出身）が 私が弁理士になろうと思ったきっかけ と題し、

講演。生徒たちにしっかりとした目標を立て、あきらめないことを自らの体験談を交え語られました。

温かいおはぎを真心とともに
一人暮らしのお年寄り 人に手作りのおはぎを

食べてもらおうと、民生委員協議会の方々が配食
サービスを行いました。
今回届けられたおはぎは、あずき・きな粉・ごま
をまぶした 色のおはぎで、民生委員の方が 元気
そうやね などと声を掛けながらおはぎを渡すと、
受け取ったお年寄りは 楽しみにしていました。あ
りがとうございます。 と笑顔で答えていました。

篠笛と詩が誘う幽玄の世界
月 日、ふるさと創修館で 観雪の調べ 篠笛

と朗読を聞く が行われ、約 人が篠笛と詩が見
事に融合した幽玄の世界を楽しみました。
この演奏会は、普段余り聞くことのない邦楽の演

奏と詩の朗読を気軽に楽しんでもらおうと開催され
ました。日本古来の癒しの音色をもつ篠笛の音が響
き渡る中、創作詩がゆっくりと朗読され、訪れたみ
なさんも耳を澄まして聞き入っていました。

上杉さん、堂々デビュー
能登部下在住の上杉てつやさんが、 月 日、春

から春へ という曲で歌手デビューし、杉本町長を
表敬訪問されました。
上杉さんは 気軽に歌えるムード歌謡なので、

みなさんに歌ってい
ただきたいです。 と
デビュー曲を紹介。今
後のご活躍を期待して
います。

日本の平和を守る
月から自衛隊に入隊する予定の池田裕紀さん

（小竹）、山本貴広さん（久江）、二宮尚子さん（小
田中）の激励会が、 月 日、役場鳥屋庁舎で行わ
れました。
杉本町長が 日本の安全を守るため、また国際平

和に貢献されるよう、頑張ってください と激励の
言葉を送ると、 人はそれぞれお礼の言葉と決意を
力強く述べていました。厳しい訓練に耐え、頑張っ
てください。

上杉てつやさん
本名 長田鉄也。鹿西高卒。
金沢望郷歌フェスティバル歌
唱部門優秀賞受賞など。

上杉てつやさん
本名 長田鉄也。鹿西高卒。
金沢望郷歌フェスティバル歌
唱部門優秀賞受賞など。
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と
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サラダ油小さじ 、
にんにく（スライス） 片、
生鮭 切、こしょう少量、
プロセスチーズ 個、
大根 、パプリカ 個、
細ねぎ（小口切り） 本

かけ汁用調味料
酒・みりん しょうゆ各
砂糖大さじ ・
水大さじ

すすすすべべべべててててのののの子子子子どどどどももももたたたたちちちちがががが健健健健ややややかかかかすべての子どもたちが健やか
にににに成成成成長長長長すすすするるるるここここととととをををを願願願願っっっってててて…………に成長することを願って…
子子子子育育育育ててててをををを応応応応援援援援ししししまままますすすす子育てを応援します
育育育育児児児児のののの悩悩悩悩みみみみ相相相相談談談談をををを受受受受けけけけてててていいいいまままま育児の悩み相談を受けていま
すすすす。。。。一一一一人人人人でででで悩悩悩悩ままままなななないいいいででででおおおお気気気気軽軽軽軽す。一人で悩まないでお気軽
ににににごごごご利利利利用用用用くくくくだだだだささささいいいい。。。。にご利用ください。
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あおば保育園 つくし保育園
さくら保育園 とりやのの保育園
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園
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ん
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園
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月月
のの
行行
事事

月
の
行
事

今
年
の
冬
は
ど
こ
へ
や
ら
？
と
、
首
を
傾
げ
て
る
間
に
春
一
番
が
吹
い

て
、
日
差
し
に
も
暖
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
あ
ち
こ
ち
に
風
邪
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
が
流
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
予
防
は
万
全
で
し
ょ

う
か
？

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の
、
目
を
見
張
る

ば
か
り
の
成
長
に
、
共
に
喜
び
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
入
園
、
進
級
と
巣
立
ち
の
時
期
を
迎
え
ま
す
ね
。
し
っ
か
り

子
ど
も
と
ふ
れ
あ
い
、
一
人
ひ
と
り
の

今

を
大
切
に
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
私
た
ち
も
応
援
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
気
軽
に
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

作作

りり

方方

作

り

方

材材

料料
【【

人人
分分
】】

材

料
【

人
分
】

鮭は皮をひき水気をふきとり中央に切り
込みを入れてこしょうを振る。薄切りに
したプロセスチーズをはさむ。パプリカ
は種をのぞき縦に 等分に切る。フライ
パンにサラダ油とにんにくを熱し、鮭を
入れて両面こんがり焼き、蓋をして中ま
で十分火を通す。パプリカも一緒に焼く。
小鍋に【かけ汁用調味料】を全て合わせ、
軽くとろみがつくまで煮詰める。
を皿に盛り、おろした大根と細ねぎを
添え をかける。

今年度は保健推進員による健診申込みハガキ回収の結果、どの年代も受診者数が増え、全体で約 人

増加しました。

月から 月にかけて実施した基本健診の結果を今話題のメタボリックシンドロームについて、
男性に焦点を当ててみてみましょう。さて中能登町の状況はどうなっているでしょうか？

カルシウムたっぷりレシピ

一年に一回は健診を受け、生活習慣を見直しましょう

こすもす保育園で、久保史

朗さん（良川）らの協力のも

と、もちつき大会が行われ、

つきたてのお餅を食べた園児

たちは、満足そうな笑顔を浮

かべていました。

とりやのの保育園で行わ

れ、親子で手作りおもちゃ

を一緒に作ったり、手作り

おやつを試食するなど、楽

しみながら親子のコミュニ

ケーションを深めました。食改おすすめ

よよいいししょょ、、よよいいししょょ ととよいしょ、よいしょ と
元元気気なな掛掛けけ声声元気な掛け声

親親子子のの絆絆をを深深めめたた親子の絆を深めた
ふふれれああいいラランンドドふれあいランド

働き盛りの方の 突然死 の原因として、最近最も注目されています。自覚症状が

なく、心臓や脳の血管が傷み、動脈硬化を急激に悪化させ、心筋梗塞や脳卒中などの

危険性を高めます。

高脂血

肥満 高血圧 項目中 項目以上該当 メタボリックシンドローム

（必須） 高血糖

メタボリックシンドローム

歳以下の男性受診者をウォッチング

腹囲測定（へそ周り）の結果は… メタボリックシンドローム者の状況は…

男性は 歳代か
ら約半数の方が

以上です。
（女性は、約 人に
人が 以上で

す。）

男性は 歳代か
ら約半数の方が

以上です。
（女性は、約 人に
人が 以上で

す。）

男性では 歳代以降、
予備軍も含め 人に
人が身体から危険信号
を発しています。 歳代
から自分の身体をチェッ
クしましょう。

男性では 歳代以降、
予備軍も含め 人に
人が身体から危険信号
を発しています。 歳代
から自分の身体をチェッ
クしましょう。

ややっっててああげげるる子子育育ててかかららやってあげる子育てから
見見守守るる子子育育ててへへ見守る子育てへ

とりやのの保育園で、
せいがの森保育園（東京
都）園長藤森平司氏を招
いての講演会が行われ、
藤森氏は親子の距離間は
どうあるべきかを分かり
やすく話されました。

｝
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階
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室

鹿
島
庁
舎
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相
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室

鹿
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舎

階
相
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室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会

困
り
事
お
聞
き
し
ま
す

行
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権
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ら
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日
時
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月
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（
木
）
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時

分

時
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会
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階
身
障
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月

日
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午
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時

分

時

鹿
西
庁
舎

階

会
議
室

月

日
（
木
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午
後
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分

時

鹿
島
庁
舎

階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
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町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

結
婚
相
談

日
時
・
場
所

月

日
（
木
）

午
後

時

時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

階
研
修
室

月
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（
木
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午
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鹿
西
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階
集
会
室

月

日
（
月
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午
後

時

分

時

分

鹿
島
庁
舎

階
相
談
室

お
問
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合
わ
せ

中
能
登
町
企
画
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

役場へのお問い合わせは

鳥屋庁舎
総務課
財政担当
窓口サービス担当
企画課
情報担当
地域振興担当
税務課
会計課
議会事務局

鹿島庁舎
監理課
地籍担当
窓口サービス担当
土木建設課
農林課
商工観光課
上下水道課

鹿西庁舎
住民課
窓口サービス担当
保健環境課
福祉課
保育担当
介護担当
教育文化課
生涯学習課
スポーツ担当

一
人
で
悩
ま
ず
に
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尾
法
律
相
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セ
ン
タ
ー

日
時
・
場
所

月

日
、

月

、

、

日

午
後

時

分

時

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

階

相
談
料分

以
内

千
円
（
要
予
約
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

金
沢
弁
護
士
会

困
り
ご
と
あ
り
ま
せ
ん
か

ひ
と
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親
家
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交
通
遺
児
育
成
基
金
で

生
活
基
盤
の
安
定
を

交
通
遺
児
（
満

歳
未
満
）
が
、

損
害
賠
償
金
な
ど
の
中
か
ら
、
拠
出

金
を
払
い
込
ん
で
基
金
に
加
入
す
る

と
、
こ
の
資
金
に
国
や
民
間
か
ら
の

援
助
金
を
加
え
て
安
全
・
確
実
に
運

用
し
、
交
通
遺
児
が
満

歳
に
な
る

ま
で
、
年
齢
に
応
じ
て
月
額

万

千
円
か
ら

万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

財
団
法
人
交
通
遺
児
育
成
基
金

労
働
保
険
年
度
更
新
申
告
・

納
付
手
続
き
は
お
早
め
に

労
働
保
険
年
度
更
新
集
合
受
付
日
程

・
鳥
屋
地
区
全
業
種

月

日
（
月
）
午
後

時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
鹿
西
地
区
全
業
種

月

日
（
水
）
午
前

時

中
能
登
町
商
工
会
鹿
西
支
所

・
鹿
島
地
区
全
業
種

月

日
（
水
）
午
後

時

中
能
登
町
商
工
会

お
問
い
合
わ
せ

七
尾
労
働
基
準
監
督
署

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
制
度

国
民
年
金
保
険
料
は

月
か
ら

円
に
な
り
ま
す
。
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免

除
・
納
付
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

歳
以
上
の
学
生
の
方
が
対
象

で
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。
納
付
猶
予
期
間
は
、

月
か
ら

翌
年

月
で
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

歳
代
の
方
が
対
象
で
、
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
納
付
猶

予
期
間
は

月
か
ら
翌
年

月
で
す
。

全
額
免
除
・
一
部
免
除
制
度

全
額
免
除
・
半
額
免
除
・

分
の

免
除
・

分
の

免
除
の

種
類

が
あ
り
、
所
得
に
応
じ
て
免
除
さ
れ

ま
す
。

免
除
・
一
部
免
除
期
間
は

月
か

ら
翌
年

月
で
す
。

い
ず
れ
も
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯

主
の
前
年
所
得
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
基
準
に
な
る
た

め
、
所
得
の
審
査
が
あ
り
、
申
請
は

毎
年
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
保
健
環
境
課

（
鹿
西
庁
舎
）

学
校
生
活
に
必
要
な
費
用

の
一
部
を
援
助
し
ま
す

就
学
援
助
制
度
と
は
、
子
ど
も
た

ち
が
等
し
く
義
務
教
育
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ

て
就
学
困
難
な
児
童
や
生
徒
に
対

し
、
学
校
生
活
に
必
要
な
費
用
の
一

部
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象生

活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停

止
・
廃
止
者
な
ど
で
、
か
つ
就
学
困

難
な
児
童
や
生
徒
の
い
る
人

そ
の
他
、
現
在
就
学
困
難
な
生
活

状
況
に
あ
る
人

申
請
手
続
き

申
請
書
類
を
記
入
し
、
地
区
民
生

委
員
の
所
見
・
押
印
を
も
ら
い
、
源

泉
徴
収
票
の
写
し
、
ま
た
は
平
成

年
の
所
得
が
確
認
で
き
る
も
の
を
添

付
し
、教
育
文
化
課
へ

月

日（
金
）

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
教
育
文
化
課

（
鹿
西
庁
舎
）

芹川会館、新庄厚生館に
太陽光発電装置照明灯（非
常用電源コンセント付）が、
財団法人自治総合センター
の宝くじの広報普及事業 コ
ミュニティ助成事業の助成
を受けて整備されました。

新新庄庄厚厚生生館館新庄厚生館

芹芹川川会会館館芹川会館

助成金で整備しました宝くじ

月
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
状
況

住

宅

名

戸
数

空
き
状
況

黒

氏

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末

坂

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末
坂
第

住
宅

戸

空
き
室
な
し

コ
ー
ポ
と
り
や

戸

戸

春

木

住

宅

戸

空
き
室
な
し

川

田

住

宅

戸

空
き
室
な
し

芹

川

住

宅

戸

空
き
室
な
し

久

江

住

宅

戸

空
き
室
な
し

金

丸

住

宅

戸

空
き
室
な
し

募
集
期
間

月

日

日

受
付
時
間

午
前

時

午
後

時

土
日
祝
日
は
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

墓
地
公
苑

使
用
者
募
集
（
随
時
受
付
中
）

名

称

型

面
積

永

代
募
集

（

）

使
用
料
区
画

文
崎
墓
地

型

万
円

型

万
円

墓
地
公
苑

と
り
や

型

万
円

墓
地
公
苑

に
の
み
や

型

万
円

型

万
円

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）

月
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
状
況

住

宅

名

戸
数

空
き
状
況

黒

氏

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末

坂

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末
坂
第

住
宅

戸

空
き
室
な
し

コ
ー
ポ
と
り
や

戸

戸

春

木

住

宅

戸

空
き
室
な
し

川

田

住

宅

戸

空
き
室
な
し

芹

川

住

宅

戸

空
き
室
な
し

久

江

住

宅

戸

空
き
室
な
し

金

丸

住

宅

戸

空
き
室
な
し

墓
地
公
苑

使
用
者
募
集
（
随
時
受
付
中
）

名

称

型

面
積

永

代
募
集

（

）

使
用
料
区
画

文
崎
墓
地

型

万
円

型

万
円

墓
地
公
苑

と
り
や

型

万
円

墓
地
公
苑

に
の
み
や

型

万
円

型

万
円

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）



中能登町の下水道
整備率 ％
接続率 約 ％
（ 月 日現在）

工事は必ず 指定工事店 で
みなさんの宅地内の排水設備工事やトイレの水洗化工事は「中能登町指定工事店」でなければ施工できま
せん。指定工事店は、町の条例、規則に合った排水設備を作るために必要な技術を習得しており、みなさ
んが安心して工事を任せることができるように町が指定した業者ですので、工事は必ず指定工事店に依頼
してください。なお、申請書類等の提出の際には、工事の内容や費用をよく確認していただくようお願い
します。

工事の手順
指定工事店に直接工事の依頼をしてください。将来の増・改築の計画も考慮してください。「排水設
備計画確認申請書」の内容を十分検討し、署名・捺印してください。（必ず町の指定工事店か確認して
ください）
工事店は工事開始前までに町に確認申請書を提出し、町は確認申請の内容を審査します。
工事店は工事にかかります。工事完了後に 排水設備工事完成届 公共下水道使用開始届 を町に
提出します。
町は現地に出向き工事が適正に行われているかを検査し、検査終了後 排水設備等検査済証 を郵送
します。
不正工事はやり直しになる場合があります。必ず町指定工事店で施工してください。

日時・場所
・ 月 日（金）
午前 時 時
午後 時 時
中能登町役場鳥屋庁舎

・ 月 日（火）
午前 時 時
中能登町役場鹿島庁舎
午後 時 分 時
中能登町役場鹿西庁舎

・ 月 日（日）
午前 時 時
午後 時 時
アルプラザ鹿島

消費者が死亡等の重大製品事故に遭った場合、当該製品の製造
事業者などは、国に対して事故の報告義務を負うことになります。

定
期
券
・
切
符
の
購
入
は

地
元
の
駅
窓
口
で

電
車
を
使
っ
て
通
学
・
通
勤
さ
れ

る
方
は
地
元
の
良
川
駅
・
能
登
部
駅

窓
口
で
定
期
券
や
切
符
を
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。
特
急
券
や
他
の
駅
発

着
の
定
期
券
も
発
売
し
て
い
ま
す
。

両
駅
窓
口
で
ご
購
入
い
た
だ
く

と
、
売
上
手
数
料
が
町
の
収
入
と
な

り
駅
の
管
理
費
な
ど
に
充
て
ら
れ
、

町
の
財
政
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
企
画
課
地
域
振
興
担
当

（
鳥
屋
庁
舎
）

平
成

年
度
法
務
教
官

採
用
試
験

受
付
期
間

月

日

月

日

第
一
次
試
験
日

月

日
（
日
）

お
問
い
合
わ
せ

湖
南
学
院
庶
務
課

平
成

年
度
国
税
専
門
官

採
用
試
験

試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

平
成

年
度
国
家
公
務
員

採
用
試
験

受
付
期
間

種

月

日

月

日

種

月

日

月

日

種

月

日

月

日

第
一
次
試
験
日

種

月

日
（
日
）

種

月

日
（
日
）

種

月

日
（
日
）

お
問
い
合
わ
せ

人
事
院
中
部
事
務
局

受
付
期
間

月

日

月

日

第
一
次
試
験
日

月

日
（
日
）

資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ

金
沢
国
税
局
人
事
第
二
課

石
川
県
食
品
表
示
モ
ニ
タ
ー

募
集

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
買
い
物
を
し
な

が
ら
、
食
品
表
示
状
況
を
モ
ニ
タ
ー

し
、
定
期
的
に
報
告
し
て
い
た
だ
く

方
を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
期
間

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日
ま
で

応
募
資
格

県
内
に
在
住
の
満

歳
（
平
成

年

月

日
現
在
）
以
上
の
方

応
募
締
切

月

日
（
金
）

応
募
用
紙
請
求
先
・
応
募
先

石
川
県
農
林
水
産
部
消
費
流
通
課

消
費
安
全
グ
ル
ー
プ

石
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会

参
加
者
募
集

障
害
の
あ
る
方
々
が
、様
々
な
競

技
を
通
じ
て
、ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
を

共
有
す
る
こ
と
で
、機
能
の
回
復
と
体

力
の
維
持
増
強
、社
会
参
加
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

月

日
（
日
）

競
技
種
目

陸
上
競
技
、
水
泳
、
卓
球
、
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど

お
申
し
込
み
締
切

月

日
（
火
）

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

生
き
る
力

を
育
む

食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
と

子
ど
も
の

生
き
る
力

を
育
む

た
め
、
食

を
と
お
し
た
子
ど
も

の
体
験
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時
・
場
所

月

日（
土
）午
後

時

分

ラ
ピ
ア
鹿
島

テ
ー
マ

こ
れ
ま
で
の
食
育
、
こ
れ
か
ら
の

食
育
顔
が
見
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
紹
介

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ

体
験
型
食
育
活
動

羽
咋
子
ど
も
育
成
ク
ラ
ブ

食
を
通
し
た
子
育
て
支
援

保

育
園
が
開
か
れ
た

わ
か
た
け
保
育
園
（
加
賀
市
）

生
産
者
と
学
校
、
地
域
が
つ
な

が
っ
た

子
ど
も
た
ち
に
豊
か

な
食
を

羽
咋
農
林
事
務
所

死亡、重症、火災
などの重大な製品事
故が発生した場合、
メーカーや輸入業者
は、国に事故報告を
実施（義務）し、国
は情報を的確に把握
します。

報報 告告報 告

経済産業省製品安全情報

国は、事故情報を
収集・分析し、その
結果を広く国民に公

表して、第二の重大
事故を防止します。

公公 表表公 表
国はメーカーや輸
入業者に安全でない
製品の製造や輸入を

禁止したり、回収す

るよう命令します。

命命 令令命 令

お問い合わせ 中能登町商工観光課（鹿島庁舎）

消消費費生生活活用用製製品品安安全全法法消費生活用製品安全法
がが改改正正さされれままししたたが改正されました（ 月 日施行）

月 日（日）
会場 カルチャーセンター飛翔

午前 時

午後 時

新新春春映映画画会会新春映画会

アアンンパパンンママンンアンパンマン

パパイイレレーーツツ オオブブパイレーツ オブ
カカリリビビアアンンカリビアン

新聞、国や都道府県などのホームページに注目してください

入場
無料

やなせ



先
日
、
中
能
登
町
の
滝
尾
小
学
校
・
鳥
屋
小

学
校
に
通
う
三
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
、
社
会

科
の
授
業
で

消
防
署
の
仕
事

を
学
ぶ
た
め
、

中
能
登
消
防
署
へ
や
っ
て
来
ま
し
た
。

消
防
署
の
仕
事
な
ど
を
具
体
的
に
説
明
す
る

と
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
た
り
、

ノ
ー
ト
に
書
き
込
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。
消

防
車
や
救
急
車
を
見
る
目
は
輝
き
、
防
火
衣
や

呼
吸
器
を
背
負
っ
た
姿
は
と
て
も
た
く
ま
し
く

感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
い
ろ
い

ろ
な
質
問
を
受
け

た
後
、
消
防
車
の

前
で
記
念
撮
影
を
し
、
消
防
署
で
の
社
会
科
の
授
業

を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

来
年
も
元
気
で
明
る
い
中
能
登
町
の
小
学
生
が
、

や
っ
て
来
る
の
を
署
員
全
員
、
と

て
も
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

災
害
に
関
す
る
情
報
や
、
防
火
に
つ
い
て
の

ご
相
談
・
各
種
講
習
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は

中
能
登
消
防
署《

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合
》

災
害
に
関
す
る
情
報
や
、
防
火
に
つ
い
て
の

ご
相
談
・
各
種
講
習
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は

中
能
登
消
防
署《

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合
》

クジラの彼 有川 浩 かげろう 藤堂志津子
長い散歩 安藤和津 戦場のニーナ なかにし礼
ひとり日和 青山七恵 たぶん最後の御挨拶 東野圭吾
氷結の森 熊谷達也 喪失 森村誠一

佐藤正午 風は山河より 、 宮城谷昌光

かげろう 藤堂志津子
戦場のニーナ なかにし礼
たぶん最後の御挨拶 東野圭吾

新刊のお知らせ

芥川賞受賞
ひとり日和 青山 七恵

直木賞候補作
一瞬の風になれ 佐藤多佳子
どれくらいの愛情 白石 一文
空飛ぶタイヤ 池井戸 潤

他 作品

芥芥川川賞賞受受賞賞作作・・芥川賞受賞作・
直直木木賞賞候候補補作作ののごご紹紹介介直木賞候補作のご紹介

ナルニア国物語
きかんしゃトーマス

全 巻

どうぞ ご利用ください。

新着 のお知らせ

た
か
さ
ご
や

夫
に
な
る
人

妻
に
な
る
人

住
所

藤
田

博
秋

櫻
田

恵
子
（
藤

井
）

お
め
で
た

氏

名

届
出
人

住
所

枝
久
保

咲

和

貴
継

（
良

川
）

島

田

凌

崇

（
井

田
）

澤

井

夢

子

健
一

（
二
宮
あ
お
ば
台

）

成

田

諒

志
朗

（
能
登
部
上
）

垣

内

若

葉

保
彦

（
徳

前
）

久

田

昂

巨

孝
一

（
新

庄
）

田

森

咲

希

昌
宏

（
芹

川
）

お
く
や
み

氏

名

年
齢

住
所

島

田

ヨ
シ
ノ

歳

（
井

田
）

大

道

冨
次
郎

歳

（
能
登
部
下
）

二

宮

武

好

歳

（
小
田
中
）

守

山

重

信

歳

（
川

田
）

中

村

榮

松

歳

（
能
登
部
下
）

町

輝

雄

歳

（
金

丸
）

辻

森

伸

雄

歳

（
高

畠
）

平

野

和

子

歳

（
能
登
部
下
）

山

口

由
紀
枝

歳

（
徳

前
）

横

川

堅

吾

歳

（
能
登
部
下
）

田

中

武

子

歳

（
二

宮
）

田

功

歳

（
二

宮
）

舩

造

傳

策

歳

（
井

田
）

永

利

夫

歳

（
能
登
部
下
）

谷

内

ま
つ
子

歳

（
能
登
部
上
）

北

口

こ
と
み

歳

（
花
見
月
）

北

林

ふ
み
子

歳

（
一

青
）

中

山

八

重

歳

（
花
見
月
）

亀

井

そ
と
子

歳

（
新

庄
）

横

山

政

一

歳

（
黒

氏
）

お
断
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
当
町
に
住
所
を

有
す
る
方
が
当
町
で
届
出
を
し
、
掲
載
希
望
が
あ

る
方
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
他
市
町
村
で

届
出
さ
れ
、
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
住
民
課
（

）
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

当
町
に
住
所
を

有
す
る
方
が
当
町
で
届
出
を
し
、
掲
載
希
望
が
あ

る
方
の
み
と

辻
森

伸
幸
さ
ん（
高

畠
）よ
り

万
円

横
町

昌
宏
さ
ん（
金

丸
）よ
り

万
円

ご
厚
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

第

期

介
護
保
険
料

第

期

上
下
水
道
料

月
使
用
分

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

町
税
の
納
付
の
相
談
は

中
能
登
町
税
務
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

月

日

今
井
医
院

日

な
か
お
内
科
医
院

日

藤
田
医
院

月

日

毛
利
医
院

日

今
井
医
院

日

安
田
医
院

月

日

さ
は
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

日

桜
井
小
児
科
医
院

日

恵
寿
総
合
病
院

月

日

せ
い
し
ゅ
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

日

公
立
能
登
総
合
病
院

日

や
ま
ざ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

環
境
日
本
海
サ
ー
ビ
ス

月

日

月

日

黒
氏
・
一
青
・
黒
氏
新
町
・
良
川

廿
九
日
・
川
田
・
新
庄
・
羽
坂

月

日

日

大
槻
・
春
木
・
瀬
戸
・
花
見
月

末
坂
・
深
沢

月

日

日

尾
崎
・
水
白
・
久
江
・
小
田
中

月

日

月

日

福
田
・
藤
井
・
高
畠
・
小
金
森
・
曽
祢

在
江
・
坪
川
・
西
・
久
乃
木

月

日

日

武
部
・
二
宮
・
徳
前
・
浅
井
・
芹
川

井
田
・
小
竹
・
最
勝
講
・
東
馬
場

月

日

日

西
馬
場
・
能
登
部
上
・
縄
手
・
徳
丸

月

日

日

能
登
部
下
・
上
後
山
・
下
後
山
・
金
丸

月

日

月

日

受
付
分

平成 年
月 日現在

人口
人（ ）

男
人（ ）

女
人（ ）

世帯数
世帯（ ）

（ ）内は前月比

平成 年
月 日現在

人口
人（ ）

男
人（ ）

女
人（ ）

世帯数
世帯（ ）

（ ）内は前月比

お詫びと訂正

広
報
な
か
の
と

月
号
慶
弔
だ
よ

り
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

読
者
、
な
ら
び
に
関
係
者
の
み
な
さ

ま
に
大
変
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

こ
と
を
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
、

こ
こ
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

正
し
く
は

お
め
で
た

氏
名

届
出
人
住
所

久
田

龍

牙

正
明（
新

庄
）

お詫びと訂正
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おおきくなあれおおきくなあれおおきくなあれおおきくなあれ

今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は

三浦　ここちゃん　（４ヵ月）
次郎さん、三和子さんご夫婦の長女（良川）

河合　彩愛ちゃん　（1歳）
真さん、由美さんご夫婦の長女（芹川）

あや　 め

パパ・ママからひとこと

お兄ちゃんと仲良く優しい

女の子に育ってねs

パパ・ママからひとこと

彩愛の笑顔にいやされてい

ます。

心の優しい明るい子に育っ

てね。

このコーナーで紹介する3歳以下のお子様を募集します。
「お子様の写真」と「お子様へのことば（40文字以内）」を
郵送または持参してください。

健やかな成長を願うひなまつり健やかな成長を願うひなまつり健やかな成長を願うひなまつり

　３月３日の上巳（じょうし）の節句は、

女の子が健やかでやさしい女性に育

つようにと願いが込められた人形を

飾り行われるひなまつりです。

　町内の各保育園では、子どもたちが

きれいに飾られた雛人形の前で、歌を

歌ってお祝いしました。

　中でもさくら保育園では、鹿西中学

校の吹奏楽部によるひなまつりコンサ

ートが行われ、「うれしいひなまつり」

などの童謡が演奏されると、女の子も

男の子も楽しく元気いっぱいに歌い、

遊戯室は笑顔があふれていました。




